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1． 事業の概要

1.1 事業の名称

DO YOU KYOTO?クレジットの創出・活用促進事業

1.2 協議会の概要

表 1-1 協議会の概要

（１）協議会の名称 DO YOU KYOTO?クレジット創出・活用促進協議会

（２）地方公共団体 京都市（幹事、事務局）、京都府（会員）

（３）その他構成機関

（会員）

大阪ガス株式会社、関西電力株式会社、特定非営利活動法人気

候ネットワーク、株式会社京都銀行、公益社団法人京都工業会、

公益社団法人京都市観光協会、京都商工会議所、京都信用金

庫、京都中央信用金庫、株式会社京都パープルサンガ、特定非

営利活動法人KES環境機構、佐川急便株式会社、株式会社JTB

西日本、凸版印刷株式会社

（事務局）

株式会社 JTB コーポレートセールス、株式会社リサイクルワン

（４）設立年月日 平成 24 年 9月 7 日

1.3 事業概要

本事業の背景、目的、事業内容を以下に示す。

● 背景

・ 2010 年 10 月に京都市地球温暖化対策条例を全部改正し、2020 年度までに CO2排出

量 25％削減、2030 年度までに 40％削減という目標を掲げた。

・ 上記の目標を達成するために、対策が進んでいる大企業の補完的措置として、中小事

業者・家庭の取組促進のためのインセンティブとして 2011 年 8 月に「DO YOU

KYOTO?クレジット制度」を創設した。

・ DO YOU KYOTO?クレジット制度の概要を以下に示す。削減実施者である中小事業

者やコミュニティは、クレジット創出にかかる資金として、京都市から奨励金を得る

ことができる。一方、京都市は、スポーツ試合実施者や大規模事業者からクレジット

売却代金を得ることができる。このように、この制度は資金が循環する制度となって

いる。
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図 1-1 DO YOU KYOTO?クレジット制度の概要

・ 2011 年 8 月から制度の運用を開始し、昨年度は約 160 トンのクレジットを認証し

た。

・ クレジットの創出については、削減プロジェクト登録団体数も順調に増えているが、

クレジットの活用が伸びないことから、プロスポーツ、観光旅行、商品・サービス

での活用やクレジット制度の認知度とブランド価値の向上等によりクレジット活

用の地産地消モデルを実践、発信する必要がある。

● 目的と事業内容

本事業では協議会の運営と制度の PR を基礎とし、京都市内におけるクレジットの創出

活動（CO2排出削減活動）の推進とクレジットの利用取組の普及啓発を行うこととした。

事業内容の 4 つの柱を以下に示す。詳細は 2 章で後述する。

1. 協議会の運営

2. クレジットの創出促進に向けた条件整備

3. クレジットの活用促進に向けた取組実施

4. DO YOU KYOTO?クレジット制度の PR、普及啓発
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1.4 実施体制

本事業は株式会社 JTB コーポレートセールス（以下 JTB）が主体となり、京都市および

協議会参加者と連携して事業を推進した。

本事業の実施体制を以下に示す。

環境省

三菱総合研究所

JTBコーポレートセールス
•制度PR 等

京都市
•候補イベントの抽出

•イベントへの参加 等

リサイクルワン
•協議会運営

•アンケート分析 等

協議会参加者連携

再委託

外注

DO YOU KYOTO?クレジット創出・
活用促進協議会

協議会事務局

凸版印刷

気候ネットワーク

早稲田環境教育推進機構

TIS

JTBパブリッシング

連携

環境
オフセット
ゲーム

アプリ

図 1-2 事業実施体制
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1.5 実施工程

事業の実施工程を以下に示す。協議会の総会を 3 回実施し ICT 研究におけるヒアリング

対象の拡大、手引書の確認に多数の関係者の意見を盛り込むなど、当初予定より時間をかけ

て踏み込んだ調査および検討を実施した。

１．協議会

２．クレジット創出

３．クレジット活用

４．制度PR

５．その他

９月 10月 11月 12月 １月 ２月

平成２４年 平成２５年

第１回総会 第２回総会 第３回総会意見募集

手引書作成 手引書配布

ICT活用研究

課題抽出

オフセット企画検討

候補イベント等の抽出 イベントへの参加等によるPR

中間報告書の作成

集中プロモーション

図 1-3 事業の実施工程（青が予定、赤が実績）
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2． 事業報告

2.1 協議会開催状況

総会を 3 回開催した。

表 2-1 協議会・研究会開催状況

回 年月日 参加者

数

主要議題

第１回 平成 24年

8月 20 日

29 名 ■決議事項
1. 規約
2. 役員選任
3. 平成２４年度事業及び事業予算
4. DO YOU KYOTO?クレジット創出促進事業の活動方針
5. DO YOU KYOTO?クレジット活用創出事業の活動方針
6. 平成 24年度事業スケジュール

■報告事項
1. カーボン・オフセット企画の事例
2. 環境・エネルギー分野 凸版印刷の取り組みご紹介
3. 佐川急便 物流における環境対策
4. 観光シーンでのカーボンクレジット活用事例
5. DO YOU KYOTO？クレジットの活用が検討可能な市関連

団体等のイベント

第２回 平成 24年

11 月 27 日

21 名 ■決議事項

1. DO YOU KYOTO?クレジットの創出促進事業

①検討中のクレジット創出促進事業

2. DO YOU KYOTO?クレジットの活用促進事業

①実施済みのクレジット活用事業

②検討中のクレジット活用事業

3. DO YOU KYOTO?クレジットの普及・啓発事業

①検討中の普及・啓発事業

第３回

（電磁的開

催）

平成 25年

2月26～28

日

全会員 ■議決事項

1.中間報告書（案）

■報告事項

1.ICT 活用研究の結果について

2.第2回総会後に実施したDO YOU KYOTO?クレジット活用事

業について

3.第 2回総会後に実施した普及・啓発事業について

また、下記のとおり、各種研究会を開催した。
● クレジット創出手引書作成に関する研究会：４関係機関と各 2 回

● ICT 研究に関する研究会：2 回

● アプリに関する研究会：3 回

● 環境オフセットゲームに関する研究会：2 回

● 金融機関とのオフセット企画に関する検討会：各行 1 回
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2.2 制度文書

事業を運営するために作成した文書を以下に示す。

表 2-2 制度文書一覧
文書名 内 容

DO YOU KYOTO?クレジット

創出・活用促進協議会 設

立趣意書

協議会の設立目的を記した文書

DO YOU KYOTO?クレジット

創出・活用促進協議会規約

協議会の名称、目的、事業内容などを定めた文書

事務局長の専決事項および旅費に関する規定も含まれる

2.3 排出量・クレジット等管理システム

本事業においてはコスト対効果の観点から新たな排出量・クレジット等管理システムの構

築は行わず、京都市が平成 24 年度に構築したエクセルベースの既存の管理簿を用いた。DO

YOU KYOTO？クレジット管理手法を以下に示す。

表 2-3 排出量クレジット等管理システム

名称 管理する対象 利用ソフト 公表方法 特徴

クレジット管理簿 1. 発行済クレジット

2. 利用済クレジット

表計算ソフト 京都市HP 発行済みのクレジット

だけでなく、どのクレジ

ットが何に利用された

か一覧で確認できる

図 2-1 京都市 HP で公開されているクレジット管理簿
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2.4 広報ツール

告知広報においては、目的によって活用する媒体が異なるため、媒体の特性に合わせた広

報を行った。

表 2-4 広報ツール一覧

目的 分類 媒体 対象 作成部数 内容・配布方法

創出者獲
得

創出手引
書

リーフレッ
ト

商 店 街
等コミュ
ニティ

A4:8P：
4,000 部

DO YOU KYOTO？クレジット
制度、参加メリット等を周知
する手引書
訪問時に手渡し

リーフレッ
ト

中 小 企
業

A4:8P：
4,000 部

DO YOU KYOTO？クレジット
制度、参加メリット等を周知
する手引書
訪問時に手渡し

市民の認
知向上

京都サン
ガ

チラシ イベント
参加者

59,000 部 京都サンガ F.C.ホームゲー
ムのカーボン・オフセットの
内容の周知
観戦パンフレットに挟み込み

おいけフ
ェスタ

パンフレッ
ト（コンテン
ツ提供）

市民 40,000 部 おいけフェスタパンフレットへ
の DO YOU KYOTO？クレジ
ット制度の周知及びカーボ
ン・オフセット実施告知コンテ
ンツの掲載
京都市中京区内の新聞折込
（京都、朝日、毎日、読売新
聞）23、250 部
区役所等関連施設での配布
イベント来場者への配布

チラシ（コ
ンテンツ提
供）

市民 5,000 部 おいけフェスタ内で実施の
「かえっこバザール」チラシ
へのDO YOU KYOTO？クレ
ジット制度の周知及びカーボ
ン・オフセット実施告知コンテ
ンツの掲載

ポスター 市民 2枚 DO YOU KYOTO？クレジット
の説明を掲載

ホ ー ム ペ
ージ

市民 - おいけフェスタホームページ
へDO YOU KYOTO？クレジ
ットの説明を掲載

プレスリリ
ース

報 道 関
係者

- おいけフェスタと京都産業ま
つりの共同プレスリリース京都産業

まつり

チラシ（コ
ンテンツ提
供）

市民
70,000 部

イベント周知チラシに DO
YOU KYOTO？クレジット制
度の周知及びカーボン・オフ
セット実施告知コンテンツの
掲載
新聞折込で配布
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目的 分類 媒体 対象 作成部数 内容・配布方法

下京区ふ
れ愛ひろ
ば

チラシ（コ
ンテンツ提
供）

市民 3,000 部 来場者全員に配布されるプ
ロ グ ラ ム に DO YOU
KYOTO？クレジット制度の
周知コンテンツの掲載

カーボン・
マーケット
EXPO
2013

パネル 来場者 5枚 DO YOU KYOTO？クレジット
の説明を掲載（4枚）
環境オフセットゲームの説明
を掲載（1枚）

オフセット
参加者の
獲得

スマート
フ ォ ンア
プリ「京都
まちある
き 観 光
Navi」
（ 花な び
セレクト・
舞妓なび
含む）

パンフレッ
ト

観光客 A4：4P：
20,000 部

（京都市）
・京都市営地下鉄主要駅
・観光案内所
・京あるき（イベント）で配布
など
（JTB コーポレートセールス）
・支店（京都旅行をお申込み
の方へ配布）
・ 京 都 市 内 の ホ テ ル
など

ポスター 観光客 B3:950 部 ・京都市バス車内へ掲出
・京福・叡山電鉄車内額面広
告掲出
・京福電鉄四条大宮駅、叡
山電鉄出町柳駅、京阪電鉄
祇園四条駅、三条駅、ポスタ
ー駅貼

ポスター 観光客 変形B3:280部 京都市営地下鉄車内横枠広
告掲出

プレスリリ
ース

報 道 関
係者

- スマートフォン向けアプリケ
ーションを活用したカーボン・
オフセットについてリリース

WEB ペー
ジ

アプリ購
入者

- アプリの説明に加えて、DO
YOU KYOTO？クレジット制
度の説明をアプリ解説画面
に表示

クレジット
活用促進
チラシ

チラシ クレジッ
ト活用候
補者

3,000 部 カーボン・オフセットすること
のメリットの訴求やクレジット
活用例の説明

オフセット
実施企画
の周知

京都マラ
ソン

ポ ス タ ー
（コンテン
ツ提供）

市民、観
光客

B1：300 部
B2：2,800 部

B3：15,820 部

大会ポスターを京都市内全
域で掲示

参加案内
（ｺﾝﾃﾝﾂ提供）

イベント
参加者

17,000 部 マラソン参加者全員に配布

環境価値
循環の見
える化

カーボン・
オフセット
通信

チラシ クレジッ
ト創出者
等

電子媒体
又はコピー

対応

市内で実現したクレジット活
用事例の説明

環境教育 環境ｵﾌｾ
ｯﾄｹﾞｰﾑ

ボードゲー
ム

小学生
等

500 セット カーボン・オフセットが学べる
ボードゲーム



9

2.5 事業報告

2.5.1 クレジットの創出促進に向けた条件整備

(1) 手引書の作成

クレジットの創出者を増やしていくことは制度普及の重要なポイントである。しかしなが

ら、これまでの制度紹介資料は地球温暖化問題や環境価値などの比較的市民や中小事業者と

いった創出候補者の関心ごとではない項目説明から始まり、DO YOU KYOTO？クレジッ

ト制度を知った創出候補者が具体的にどの程度のコスト削減や奨励金の取得が可能か、簡単

にイメージできるような資料ではなかった。

このため、本モデル事業において、協議会会員との協議を重ね、創出者となりえるコミュ

ニティ（家庭、店舗）向けと中小企業向けのクレジット創出のための手引書を計 8,000 部

作成し、地縁団体、商店街等のコミュニティと中小企業を対象に個別に配布する。

コミュニティ向けの手引書においてはエネルギーコストの削減や奨励金による金銭的メ

リットだけでなく地域の絆の深化などにも触れて訴求することとした。

一方で中小企業向けの手引書においては特に金銭的メリットに興味が集まることが予想

されたことから、エネルギーコストの削減と奨励金の額を具体的に示し訴求することとした。

表 2-5 手引書の利用方法

（１）コミュニティ向け エコ学区事業※に取り組む協議会や商店街への説明に利用

（２）中小企業向け 省エネセミナーなど環境に関心がある企業向け説明会等で配布

図 2-2 コミュニティ向け創出手引書（抜粋）

※ エコ学区事業：京都市が行う低炭素のモデル地区「エコ学区」事業の略。家庭・地域か

らの二酸化炭素排出量（CO2）の一層の削減を図るため、先進的な取組を実践するモデル

となる学区を各区役所・支所に 1 学区ずつ選定し、平成 23 年度から 2 年間にわたり、省

エネの推進、環境学習や地域実験に積極的に取り組んでいる。
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図 2-3 中小企業向け創出手引書（抜粋）

(2) ICT 活用研究

コミュニティにおけるクレジットの創出に当たっては、現在は創出者が検針票を紙ベース

でとりまとめ、制度管理者である京都市に提出し、京都市が検針票のデータと創出者の削減

実績申告を照合する作業が発生している。この創出者の取りまとめの手間と照合の手間を削

減することは創出候補者の参加の障壁を下げるとともに運営コストの圧縮につながると考

えられる。

また、これらの手間を解消するためにコミュニティでのクレジット創出は概ね 10 世帯以

上の参加を条件としているが、参加者を集める手間があることも創出候補者の参加の障壁に

なっていると考えられる。

これらのことから、本年度は ICT を活用してこの課題を解決する手法がないか、電気・

ガスといったエネルギー供給事業者と京都市インターネット版環境家計簿運用委託事業者

（いずれも協議会会員）とともに調査を行った。具体的には、エネルギー事業者が運営する

エネルギー使用量等の照会サービス（Web）と、京都市のインターネット版環境家計簿のシ

ステム連携によって、クレジット創出者のエネルギー使用量等の情報が、京都市へ自動的に

提供されるシステムの実現可能性調査を実施した。

調査・検討方法は、東京都内で区の環境家計簿と電力会社の環境家計簿データを連携し入

力の手間を省いている中野区と、このシステムを運用している事業者にヒアリングを行い、

この結果をもって DO YOU KYOTO？クレジット制度で同様の手法が実施できるか、協議

会会員と検討を行った。

その結果、個人情報の提供に加えてシステムのセキュリティが課題になる可能性が洗い出

されるとともに、既存のシステムを生かした中間段階としての仕組も考案できた。各エネル

ギー供給事業者が求めるセキュリティの仕様については今後明らかにしていくことが求め

られる。

また、上記の ICT 活用が実現した場合、京都市における奨励金支払い事務の事務量の増

加が想定される。このため、奨励金の支払いについても ICT を活用できないか検討した。

具体的には、環境省事業であるエコアクションポイント制度と DO YOU KYOTO？クレジ

ット制度の連携について、エコポイント制度事務局にヒアリングを行い、可能性を調査した。
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その結果、具体的な手法については今後、京都市とエコポイント事務局で協議が必要であ

るものの、大枠では両制度の連携が可能であることが明らかになった。

表 2-6 ICT 活用研究における既存の制度関係者へのヒアリング結果概要

（１）ヒアリング先 中野区、株式会社ビットメディア

（２）既存事例の概要

中野区の「なかのエコポイント制度」においては、区民の CO2 削

減に対してポイントを付与している。

この CO2 削減を定量化する際に、東京電力のでんき家計簿の電

力消費量データを自動反映する機能を有しており、制度参加者の

入力の手間および確認の手間が削減されている。

（３）本機能を持たせるた

めに解決すべきと考えら

れる障壁

エネルギー供給事業者から参加者の個人情報の共有をうけるこ

とが可能か

（４）ヒアリング結果
なかのエコポイントおよび東京電力のでんき家計簿の両者の利

用規約において個人情報の共有に同意いただければ解決可能

図 2-4 なかのエコポイント制度の環境家計簿で電力消費量が自動反映されている状態
（出所：なかのエコポイント HP）
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表 2-7 ICT 活用研究における協議会会員との検討結果①

手法

効果

創出者の取りま

とめの手間

市の照合の

手間

参加に必要な

世帯数

ICT 最大

活用案

エネルギー事業者の

環境家計簿の電気・ガ

ス使用データを市の環

境家計簿へ自動連携

省力化○ 省力化○ １世帯から○

ICT 中間

活用案

エネルギー事業者の

環境家計簿のＰＣ画面

コピーデータ又は電

気・ガスの検針票の写

真データのＥメール送

信

省力化○ 省力化× １世帯から○

ICT 未活用

（現状）

電気・ガスの検針票の

写し（紙）提出
省力化× 省力化×

概ね 10 世帯

以上

表 2-8 ICT 活用研究における協議会会員との検討結果②

（１）障壁となる部分 個人情報の提供 システムのセキュリティ

（２）対応方法案

エネルギー供給事業者の環境家

計簿およびDO YOU KYOTO？ク

レジット制度側で構築するシステ

ムの利用規約において、個人情

報の提供に同意いただく。

DO YOU KYOTO？クレジッ

ト制度側で構築するシステ

ムにおいて、エネルギー供

給事業者が求めるセキュリ

ティを施す。

（３）対応可否 表 2-9 参照 表 2-9 参照

表 2-9 ICT 活用研究における協議会会員との検討結果③

（エネルギー事業者の上記障壁解消に係る意見等）
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A 社 （お客様の個人情報の取扱いについて）

当社が所有するお客様データ（使用量等）の利用先は、当社のプライバシーポリシ
ーで定められており、業務委託を行っている当社グループに限られております。お客
様の同意がない限り、この利用先以外へのデータ転送はできません。
一方、お客さまの要望によるお客さまご自身のデータの提示は実施しております。

インターネットでの提示は無償で行っており、また書面での提出が必要な場合は原則
有償で行っております。
このため、お客様の同意を得たうえで、そのデータを京都市システムで活用するこ

とは論理的には可能です。
しかし、これを自動的に行うためには、同意を得たお客さまのデータをピックアップ

して京都市システムに送り出すためのシステムを当社のシステムに組み込む必要が
あります。
この場合、初期に多額のシステム開発費用が発生し、その後もシステムの運用費

用が発生します。
お客さまが環境家計簿を付けられる際には、毎月届けられる「料金のお知らせ」の

エネルギー使用量を記載していただくことが合理的であると考えらます。
報告の信憑性の確認についても、「料金のお知らせ」には、毎月の使用量だけでは

なく、メーター指示数が記載されているため、1年に1度の照合（コピーまたは写真の
提示）で確認が可能です。
毎月お客さまが省エネルギーを意識して環境家計簿を付けるという面からも、お客

さまご自身が「料金のお知らせ」をご確認いただき記述されることが良いと考えます。
B社 （個人情報の提供及びシステムセキュリティについて）

当社の WEB ツールとのWEB 連携につきましては、情報セキュリティーの観点や、

その対策も含めた連携等を考慮しますと、一定の費用が必要となるため、現実的に

は対応が困難です。

また、ＷＥＢ連携以外の方法で、データ等のやりとりをする場合につきましても、

個人情報の取扱い（同意確認）には、先方や当社の作業が必要になります。

表 2-10 エコアクションポイント制度と DO YOU KYOTO？クレジット制度の連携

に係るヒアリング結果概要

（１）ヒアリング先 株式会社ジェーシービー

（２）ヒアリング概要

クレジット制度との連携の場合、方法は 2通りあると考えられる。

① CO2削減量 ○トン以上～△トン未満 → 1,500 pt

◎トン以上～◇トン未満 → 2,000 pt

というように、削減量区分に応じた一定ポイント分のカードを交付

する方法

② CO2削減量に応じて、0.1 トン単位でポイント数を変えて付与

する方法

この場合は、EAP カードが使えないので、参加者へE メールな

どにより付与ポイント数を連絡する必要がある。

（４）ヒアリング結果
ポイント付与等、今後詳細な協議が必要だが、両制度の連携は

可能（連携のイメージは下図のとおり）
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図 2-5 エコアクションポイントとの連携イメージ
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(3) その他の取組（環境価値の見える化）

DO YOU KYOTO？クレジット制度は、2011 年 8 月に制度を創設し、2011 年度末に

160 トンのクレジット創出を果たした。また、2012 年 5 月には京都サンガ F.C.のカー

ボン・オフセットマッチの実施により、クレジットの活用を実施した。

ここにおいて、京都市内における環境価値循環の姿が実現した。この循環の姿をわか

りやすく周知するため、クレジットの創出者が、自ら創出した DO YOU KYOTO？ク

レジットが市内においてどのように活用されているかを「見える化」するため、実現し

たカーボン・オフセットをわかりやすくまとめた「カーボン・オフセット通信」を作成

した。

作成した「カーボン・オフセット通信」は、クレジットの創出者のみならず、活用者

や本協議会メンバーなどの関係者にも配布した。

図 2-6 カーボン・オフセット通信
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2.5.2 クレジット活用促進に向けた取組実施

(1) 活用事業者にメリットを持たせる手法の検討

クレジットを活用しカーボン・オフセットを実施する事業者にメリットを持たせることは

制度普及の上で重要なポイントである。他地域のカーボン・オフセット制度を調査した結果、

オフセット実施者にロゴマークの提供や記念盾の提供などを行っている事例が判明したこ

とから、本事業ではカーボン・オフセット実施者に提供するロゴマークを作成した。

ロゴマークの作成に当たっては、以下の観点を重視した。

・ 京都市であることを伝える：「DO YOU KYOTO？」のキャラクターである「エコ

ちゃん」の活用、コピーライトに「京都市」を記載

・ カーボン・オフセットであることをわかるようにする：「CO2」をデザイン化

・ DO YOU KYOTO？クレジットを利用していることをわかるようにする：ロゴマ

ーク下部に記載

・ 他の環境配慮のマーク等となじむ：緑を基調としたロゴ

・ 環境にやさしい取組が深化していく様子を表す：C の矢印部分を緑が段階的に濃く

なることで表現

・ 制度コンセプトの図示：環境価値（CO2 クレジット）が循環している様子を円形

の矢印で表現

図 2-7 DO YOU KYOTO？クレジットを活用した
カーボン・オフセット等の取組を示すロゴマーク

作成したロゴマークについては、カーボン・オフセットを実施したイベント等の案内パン

フレット等に、DO YOU KYOTO？クレジット制度の概要と実施したカーボン・オフセッ

トの概要と共に掲載するとともに、看板等での周知にも活用し、カーボン・オフセットを実

施するイベント実施者等の取組周知活動支援を行った。
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※右写真の左看板のロゴマークは、後日、前頁のロゴに差替えた。

図 2-8 カーボン・オフセット周知看板

図 2-9 京都マラソンの案内ポスターへのロゴマーク掲載
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また、これまで、DO YOU KYOTO？クレジットによりカーボン・オフセットするこ

とのメリットを訴求するような活用促進のためのパンフレットが存在しなかった。このた

め、メリットをはじめ制度の概要からカーボン・オフセットに類型までわかりやすくまと

めた DO YOU KYOTO？クレジット活用促進チラシを策定した。

図 2-10 DO YOU KYOTO？クレジット活用促進チラシ

(2) 活用候補事業者への提案活動

カーボン・オフセット企画の実現のために特に京都らしさにこだわった商品、交通系サー

ビス、イベントの分類を対象に協議会事務局が中心となり重点的に提案活動を実施した。現

在 9 つの企画が発表されており、約 38 トンのカーボン・オフセットが実施されている。

表 2-11 カーボン・オフセット企画一覧

分類 内容 オフセット類型
オフセット量

（t-CO2）

商品 オフセット付き観光アプリ「京都まちあるき観光Navi」 自己活動

オフセット支援

1.0※

舞妓さんの成長を見守るアプリ「舞妓ナビ」へのオフ

セットの付加

自己活動

オフセット支援

0.1※

今の京都の花情報配信アプリ「花ナビ」へのオフセッ

トの付加

自己活動

オフセット支援

0.1※

DO YOU KYOTO？クレジット 環境オフセットゲーム 商品使用・サービ

ス利用オフセット

0.1
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分類 内容 オフセット類型
オフセット量

（t-CO2）

交通 近畿日本ツーリストのオフセット付京都旅行 自己活動

オフセット支援

0.2※

京都市交通局オフセット付乗車券（検討中） 自己活動

オフセット支援

検討中未定

イベン

ト

京都サンガ F.C. カーボン・オフセットマッチ 会議・イベント

開催オフセット

31.1

大阪ガス㈱・京都リサーチパーク㈱KRP-WEEK 会議・イベント

開催オフセット

4.0

OIKE Festa実行委員会 おいけフェスタ 会議・イベント

開催オフセット

1.0

京都商工会議所（「京都・知恵産業ウィーク」実行委

員会） 京都産業まつり

会議・イベント

開催オフセット

2.0

下京区ふれあい事業実行委員会 下京区ふれ愛ひ

ろば

会議・イベント

開催オフセット

0.2

京都マラソン 会議・イベント

開催オフセット

10.7（見込）

その他 地元金融機関のカーボン・オフセット（検討中） 自己活動オフセッ

ト、会議・イベント開

催オフセット

検討中未定

※ 2月 28日時点の実績。事業は 3月末まで実施する。

(3) 観光と連携したカーボン・オフセット

京都市では観光客に由来する GHG 排出が他の地域に比べて多い。

このため、前述の通り、本事業では京都らしさを示す観光に関係したアプリの開発を行い、

このアプリを導入するとカーボン・オフセットができるという取組を実施した。これは、観

光客が単純にカーボン・オフセットを実施することは比較的困難であることから、手軽にカ

ーボン・オフセットを実施しつつ、京都観光の役に立つアプリで楽しんでもらおうという狙

いがある。アプリの概要を以下に示す。

アプリのダウンロード数は提供期間が短く有料であるにもかかわらず 210 件の導入がな

された。これは告知広報を継続して実施したことによる効果と考えられる。導入数と広報の

実施タイミングを以下に示す。少数ではあるがアプリに対する評価も寄せられており、評価

は高い。しかしながら提供期間が短いことを指摘するコメントも見られることから、今後は

利用者への付加価値向上のため、より提供期間を長くし、継続した告知広報を行うことが効

果的と考えられえる。

また、同様の効果をねらい、地域の団体であるフラワーツーリズム推進協議会が販売する

「今の京都の花情報配信アプリ「花ナビ」」及び「舞妓さんの成長を見守るアプリ「舞妓ナ

ビ」」などにもカーボン・オフセットを付加した。
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表 2-12 オフセット付き観光アプリ「京都まちあるき観光 Navi」の概要
項目 内 容

名称 京都まちあるき観光Navi

特徴 ○ AR（Augmented Reality；拡張現実）を活用した情報提供

AR 画面の端末を目の前の景色にかざすと、目の前にある施設の名称や現

在地からの距離が現実の風景に重ね合わせて表示される。

○ 旅の軌跡をログとして表示

端末の移動軌跡の情報が収集され、どのようなルートをたどったかを地図

上で表示したり、送信したりすることが可能。

対応デバイス・

価格

Android：Google Play 99 円

iOS：App store 85 円

オフセットの内容 「京都まちあるき観光 Navi」購入者の排出する CO2の一部（5 kg-CO2）を、DO

YOU KYOTO？クレジットによりカーボン・オフセット

導入数 Android：143 件

iOS：67件 ※2月 28日時点の実績。事業は3月末まで実施する。

図 2-11 京都まちあるき観光 Navi の操作イメージ
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図 2-12 広報施策とダウンロード数（iOS）

図 2-13 アプリの評価
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表 2-13 今の京都の花情報配信アプリ「花なびセレクト」の概要
項目 内 容

名称 今の京都の花情報配信アプリ「花なびセレクト」

特徴 ○ 京都の満開花について最新情報を 取得 可能

○ 自分のいる場所から各情報 場所までの経路を検索することが可能

○ 京都各地のイベント情報や歳時を取得可能

対応ﾃﾞﾊﾞｲｽ・価格 iOS：App store 350 円／月

オフセットの内容 京都フラワーツリズム推進協議会が 、同協議会の「花 なびセレクト 」購

入者の 排出 する CO 2の一部（ 3.5 kg -CO 2）を 、 DO YOU KYOTO？

クレジットによりカーボ ？クレジットによりカーボン・オフセット

導入数 iOS：25件 ※2月28日時点の実績。

表 2-14 舞妓さんの写真配信アプリ「舞妓なび」の概要
項目 内 容

名称 舞妓さんの写真配信アプリ「舞妓なび」

特徴 ○毎月30点の舞妓さんの写真が更新

○舞妓さんからのメッセージが届く

○現在地から撮影場所までの経路案内の機能

対応デバイス・

価格
iOS：App store 350円/月

オフセットの内容 京都フラワーツリズム推進協議会が、同の「舞妓 なび 」購入者の排出

す る CO 2 の一部（ 3. 5 kg -CO 2）を 、DO YOU KYOTO？クレジットによ

りカーボン・オフセット

導入数 iOS：26件 ※2月28日時点の実績。

図 2-15 舞妓さんの写真配信アプリ「舞妓なび」のイメージ
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.

図 2-16 近畿日本ツーリストのオフセット付京都旅行の概要

(4) スポーツイベントでのカーボン・オフセット

京都サンガ F.C.による全ホームゲームをカーボン・オフセット

京都サンガ F.C.が、 DO YOU KYOTO？クレジットにより、 5 月 26 日（日）および

8 月 19 日（日）以降の 2012 シーズンの全ホームゲーム（計 8 試合）を、地球にやさし

いカーボン・オフセットで開催した。

カーボン・オフセットするのは、会場の電気使用に伴う CO2 排出量や会場から出るご

みの焼却に伴う CO2排出量などで、全部で 31.1 トンになった。

活用されたクレジットは、京都サンガ F.C.を応援するサポーターも含まれ、地域のサ

ッカーチームの環境活動を、サポーターが支えるという新たな実績を創出できた。

なお、京都サンガ F.C.のカーボン・オフセットマッチの啓発活動として、第 1 試合目

にカーボン・オフセット記念セレモニーを開催し、また、対象の全試合で概ね全観客（１

試合平均 8,900 人）に DO YOU KYOTO？クレジット制度及びカーボン・オフセット周

知リーフレットを配布し、看板の設置とともに、ハーフタイム等には、場内アナウンス及

び電光掲示板での啓発を実施した。

京都サンガ F.C.は、日ごろの環境活動に加え、カーボン・オフセットマッチ開催によ

り、会社と選手とファンが一丸となって取り組んでいる他に類を見ない大きな普及啓発効

果が認められ、第 10 回京都環境賞特別賞※（企業活動賞）を受賞した。

その他、平成 25 年 3 月 10 日実施の京都マラソンもカーボン・オフセットで実施する。
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図 2-17 京都サンガ F.C.カーボン・オフセット記念セレモニー

※ 京都環境賞は、京都市が、地球温暖化の防止や循環型社会の形成をはじめ、環境の保全

を目的とした市民や事業者の皆様の自主的な実践活動を更に推進するため、先進的な活動

等に取り組んでおられる方を表彰するもの。「京都環境賞選考委員会」での選考を経て、

京都環境賞、特別賞及び奨励賞の受賞者を決定する。

(5) その他のカーボン・オフセット

地元金融機関へのカーボン・オフセットの以下の提案を実施した。金融機関においては今

後のクレジット活用について、引き続き検討中である。
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図 2-18 金融機関向けの主なカーボン・オフセットの提案（抜粋）

2.5.3 DO YOU KYOTO?クレジット制度の PR、普及啓発

(1) イベント等への参加

制度の PR、普及啓発を目的に以下のイベントに参加し、パネル展示およびパンフレット

の配布を行った。

表 2-15 参加イベント一覧
名称 場所 時期 展示物、配布物

おいけフェスタ 京都 2012年10月13日、14

日

ブース出展

エコプロダクツ 2012 東京 2012 年 12 月 13 日～

15日

パネル展示、パンフレット配

布

新春グリーン購入交流会 京都 2013 年 1月 25 日 「マイヒットエコ商品・サービ

ス自慢大会」に「京都まちあ

るき観光Navi」を出品

関西広域カーボン・クレジ

ット推進フォーラム

大阪 2013 年 1月 30 日 ポスター掲出、パンフレット

配布

京あるき in 東京 2013 東京 2013 年 2 月 4 日～20

日

パンフレット配布

カーボン・マーケット EXPO

2013

東京 2013 年 2月 6日 パネル展示、パンフレット配

布

第２回「環境未来都市」構

想推進国際フォーラム

北 海

道

2013 年 2月 16 日 パンフレット配布

京都マラソンプレイベント 京都 2013年 3月 8日、9日 ブース出展等（予定）
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エコプロダクツ 2012（資料の配架） カーボン・マーケット EXPO 2013（ブース展示）

図 2-8 主要な参加イベントでの PR 状況

(2) 認知度の調査

京都におけるカーボン・オフセットの認知度を調査するために株式会社京都パープルサン

ガの協力を得て、サッカーの試合会場でアンケート調査を行った。アンケートの回収率を重

視し、属性分析等に関する設問は設置せずにシンプルなアンケートを実施した。

・ アンケートを集計した結果、コアなファンが多く集まったと考えられる第一回のアンケ

ートでは認知度が高く、シーズン最終戦で相対的にコアなファンが少なかったと考えられ

る第二回アンケートでは第一回アンケートに比べて認知度が低かった。

・ 認知度が低かった第二回アンケートにおいても 3 割以上の観客がカーボン・オフセッ

トの意味を知っており、まったく知らない層の割合が約 4 割とグリーン・マーケット＋

（プラス）研究会の一般消費者調査の結果1と整合しているものと考えられる。

・ また、今後の取り組みの継続については前向きな回答が 9 割以上を占め、カーボン・

オフセットの推進に期待が寄せられていることが示された。

・ 消費者のカーボン・オフセットに対する印象は好意的であるものの、認知度のほうが好

意的な印象を持つ割合より低いことから、今後更なる告知広報を行うことで、オフセット

実施者のブランディング効果の向上やマーケティング効果の向上が図られるものと考え

られる。

表 2-16 アンケート概要
項目 内容

調査対象 京都サンガ F.C.のサッカーの観客

調査方法 サッカーの試合における留置調査法

（試合パンフレットにアンケート調査票を挟み込み、

回答者には先着でノベルティをプレゼントした）

調査時期 第一回：2012 年 9月 23 日

第二回：2012年 11 月 11 日（ホームゲーム最終戦）

回答数 第一回：295 第二回：100

1 平成 23 年 8 月 グリーン・マーケット＋（プラス）研究会 市場の更なるグリーン化に向けて
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図 2-20 アンケート調査票
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カーボンオフセットの意味を知っているか

44.7%

32.0%

24.7%

29.0%

30.5%

39.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

第1回

第2回

意味は知っていた

聞いたことはあるが、意味は知らなかった

聞いたこともなかった

京都サンガF.Cがホームゲーム開催に伴うCO2をカーボンオフセットしているのを知っているか。

62.0%

48.0%

38.0%

52.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

第1回

第2回

はい

いいえ

「do you kyoto?クレジット制度」を知っているか。

33.6%

22.0%

32.2%

32.0%

34.2%

46.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

第1回

第2回

内容を知っていた

聞いたことはあるが、内容は知らなかった

聞いたこともなかった

取り組みを進めることについて、どう思うか。

94.2%

91.0%

4.7%

9.0%

1.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

第1回

第2回

ぜひ進めてほしい

意味がない

どちらでもいい

図 2-21 アンケート分析結果
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(3) 教育ツールの作成

小学生等の環境教育の一環でカーボン・オフセットの認知を進めることを目的に、楽しく

かつ手軽にカーボン・オフセットが学べるボードゲームを作成した。

このボードゲームは、京都市が、市民団体の協力を得て、全市立小学校（約 170 校）の

概ね 4 年生を対象に実施している環境教育等において活用していく。

ボードゲームはポイントを集めるすごろくをベースとしており、オフセットの基本的な仕

組みを学びながら、環境ポイントを集めて市場メカニズムに触れることができる。小学生向

けのゲームであることから、漢字にはルビを振るなど工夫を施した。概要を以下に示す。

なお、このゲームの作成に伴う CO2排出も DO YOU KYOTO？クレジットでカーボン・

オフセットしている

表 2-17 ボードゲーム概要
項目 内容

名称 DO YOU KYOTO?クレジット 環境オフセットゲーム

対象年齢 小学校低学年

目的 (１)「DO YOU KYOTO？クレジット」の基本的な仕組みの理解

・ クレジット（創出・活用）の基本的なシステムを学習。

・ コミュニティでどのような取組が行われているかを知る。

・ 創出したクレジットがイベントや企業で有効活用されることを知

る。

(２) 「DO YOU KYOTO？クレジット」 の促進

・ 現状として、コミュニティが増えづらいという点を踏まえ、ゲーム

を通してコミュニティを増やすことのメリットを体験する。

・ 個人だけではなく、京都市として大きな視点を持ち地産地消・地

域活性化の意識を養う。

ゲームの手法 ・ すごろくを使い、クレジットの創出および活用を体験。

・ イベントやマスの内容は現実に近いものを目指す。

・ コミュニティの設立を勝敗の鍵とし、現実に即した状況を再現。

このことにより、ゲーム内でもコミュニティの設立はハードルを設けるが

結果コミュニティの設立が有利に働くようにする。

ルール (１)勝敗の条件

・ 4 人 1 組でプレイをし、ゲーム内で 4 つのクレジット活用イベント

を開催。すべてのイベントを達成した順番が順位になる。

(２)ゲームの進め方

・ 順番にサイコロを振り、出た目の分を進む。止まったマスに書い

てある指示、イベントに従う。

(３)イベントの開催方法およびクレジットの創出。

・ CO2 削減マスに止まった場合マスの内容によって削減した分の

ポイントをもらえる。

・ CO2 の削減量はマスの内容に持っているコミュニティの数をか

けた値となる。

作成数 500 セット

配布先 小学生向けの環境学習や、イベント等での活用を予定
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図 2-22 環境オフセットゲーム（ボード）

2.6 マスコミからの取材の有無

本事業に関連する新聞掲載、取材の実績を下表に示す。4 月の段階でクレジットの創出お

よび利用について記事掲載されていることから、本協議会開始後のニュースの新規性が薄れ

てしまい取材等に発展させることが困難であったが、観光アプリのカーボン・オフセットな

どについて平成 24 年 12 月末に取材を受けている。
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表 2-18 取材実績一覧

媒体 取材を受けた日 取材を受けた者 取材場所 発刊日

京都新聞 平成 24年 4月 17 日 京都サンガ F.C.

京都市

京都サンガ F.C.

京都市

平成24年 4月 17日

毎日新聞 平成 24年 5月 18 日 京都市 京都市 平成24年 5月 26日

京都新聞 平成 24年 5月 26 日 京都市 京都市 平成24年 5月 27日

京都新聞 平成 24年 12月 26日 京都市 京都市 平成 25年 1月 5日
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図 2-23 各媒体による記事

2.7 他都市からの行政調査の受け入れについて

DO YOU KYOTO？クレジット制度は、国が実施するクレジット制度では対象とさ

れていないような小規模な省エネや家庭における省エネも対象としており、小規模で

はあるものの地域発の環境価値を地域で消費する地産地消の CO2 クレジット制度で

ある。

この点は、他の地方自治体で実施された場合（とりわけ、基礎自治体）でも、京都

市の場合と同様に、省エネ促進、地球温暖化問題への市民等の意識向上や、地域で環

境価値が循環し経済活動の低炭素化を促進する等の効果を発揮するものと考えられる。

また、本制度のスキームや手続きは、家庭でも取り組みやすいよう簡潔な制度とし

て構築されており、京都市でなければ運用できない条件もなく水平展開が可能である。

こうした本制度の特性から、本協議会が、本事業に取り組み、制度運用・PR を実

施する中で、中小企業や家庭での省エネ促進のインセンティブ付与ツール、環境価値

の地域循環ツール構築のための参考事例として行政視察の申し入れが数件あった。
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表 2-19 京都市が受け入れた行政調査

受入月日 都市名 調査内容

8 月 17 日来庁

以降、随時、電話調査

堺市 DO YOU KYOTO？クレジット

制度全般

8 月 17 日来庁 宮古島市（カーボンフリーコ

ンサルティング㈱）

DO YOU KYOTO？クレジット

の活用促進

2 月 4 日来庁 神戸市 DO YOU KYOTO？クレジット

制度全般

2 月 27 日来庁 大分県 DO YOU KYOTO？クレジット

制度全般
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3． 事業の総括

2 章で示した事業実施内容を下表にとりまとめる。

表 3-1 事業実施結果

視 点 結 果 ・ 内 容

（１）モデル事業の成果
①目標設定と達成度 事業の目標と達成状況

設定目標

及び狙い
目標等 達成状況 備考（前年度）

削減効果

年間 1,000

t-CO2

年間 606.6

t-CO2（見込）

年間 159.6

t-CO2

地域活力の

創出

●中小事業者、

コミュニティの

節電・省エネ支

援

●カーボン・オ

フセットマッチ開

催による市内ス

ポーツの振興

●中小事業者、

コミュニティへ

の奨励金額

482 万円

●京都サンガ

F.C.のカーボ

ン・オフセットマ

ッチ今季開催数

9ゲーム※

●同左

123.4 万円

●同左

0ゲーム

市民力の向

上

コミュニティプロ

ジェクト実施に

よる絆の強化

コミュニティプロ

ジェクト実施世

帯数 261 世帯

同左

105 世帯

産業振興 ●観光振興

●オフセット商

品開発等による

京都地場産業

の活性化

●民間省エネ

サービスの推

進

●環境先進都

市京都の都市

格の高さの発

信

●観光に関わ

るオフセット企

画 4企画実施

●地場産業の

活性化に資す

るオフセット付

き商品の企画

数 4企画実施

●低炭素化支

援パートナー事

業者の登録者

数 14社

●本事業をPR

するためのイベ

ント参加数

8 イベント

●同左

0企画

●同左

０企画

●同左

11社

●同左

0 イベント

※ 京都サンガ F.C.は日ごろの環境活動に加え、カーボン・オフセットマ
ッチ開催により、会社と選手とファンが一丸となって取り組んでいる他
に類を見ない大きな普及啓発効果が認められ、第 10 回京都環境賞
特別賞（企業活動賞）を受賞した。
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②温室効果ガスの削

減効果

温室効果ガス削減量 年間 606.6 t-CO2（見込）

内訳 ●中小事業者プロジェクト 452.5 t-CO2（見込）

●コミュニティプロジェクト 154.0 t-CO2（見込）

③消費電力及び消費

電力量の削減効果

140.9 万 kWh

（温室効果ガス削減量（対象：電気、ガス、重油、灯油）を電力量に換

算。換算に使用した電気の排出係数 0.4305 kg-CO2/kWh）

④採択金額に対する

費用対効果

約 3万円/t-CO2＝1,881 万円/606.6 t-CO2（見込）

⑤運営コスト ● クレジット創出について、省エネによるCO2削減効果認証を、検針票

の電気・ガス等使用量（実績）ベースに、専門的第 3 者機関へ委託せ

ず、行政で実施することで、クレジット認証の正確性・信頼性を担保しつ

つ、委託費用をカットしている。（省エネの実地検証も行政で実施。）

● DO YOU KYOTO？クレジット制度は、行政の制度周知、創出者の

省エネ・資金調達・申請書類等作成に、無償で協力する事業者を低炭

素化支援パートナーとして登録する制度を包含した制度として構築して

いる。

（２）モデル事業の評価
①先進性・独自性 ● 京都市の CO2排出状況は民生部門からの排出が全体の 56.8%を占

める。このため、国が実施するクレジット制度では対象とされていないよ

うな家庭・商店街における省エネも対象としている。平成 24 年度はこれ

らのクレジット創出活動件数が前年度より増加（認証 4 団体（平成 23 年

度）⇒認証 10団体（平成 24年度））して進められた。

● 基礎自治体である点を生かした、クレジット創出者と活用者の互い

の顔が見え、環境価値の循環を通して互いが支え合う、地産地消の

CO2 クレジット制度である点が特徴である。平成 24 度は、京都サンガ

F.C.のカーボン・オフセットマッチをはじめ数々の実績（11 企画）を積むこ

とができ、地域で創出から活用までを行う環境価値の循環が実現した。

● 京都議定書誕生の地における、数々のカーボン・オフセット時の周

知活動や、イベントでの PR 活動により、制度周知はもとより、環境保全

活動の重要性を啓蒙することができた。

②幅広い対象者の設

定

●クレジット創出対象者は上記のとおり、基礎自治体である点を生かし

中小事業者から商店街、家庭までを対象として、平成 24 年度は、前年

度より参加者を大幅に増加（認証 9団体（平成 23年度）⇒認証 32団体

（平成 24年度））して省エネが進められた。

●クレジット活用においては、市内のイベント実施者によるカーボン・オ

フセットが実施された。さらに、観光産業が盛んである特性を生かし、市

外からの観光客にも対象を広げ、カーボン・オフセットを実施した。

③取り組みやすさ ● クレジット創出について、省エネによるCO2削減効果認証を、検針票

の電気・ガス等使用量（実績）ベースに、専門的第 3 者機関へ委託せ

ず、行政で実施することで、クレジット認証の正確性・信頼性を担保しつ

つ、認証手続きの煩雑さを省いた。

● さらに、検針票保存や収集等の手間を省くため、ICT 活用の研究を

行い、実現可能性のある手法を見出すことができた。
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④対象者からの評価 ● クレジットの創出について、平成 24 年度は、前年度より参加者を大

幅に増加（認証 9 団体（平成 23 年度）⇒認証 32 団体（平成 24 年度））

して省エネが進められた。

● クレジットの活用について、京都サンガ F.C.のカーボン・オフセットマ

ッチ8試合において、概ね全観客（１試合平均8,900人）に制度及びカー

ボン・オフセット周知リーフレットを配布する PR 活動を実施した。その結

果、本事業の一環として実施したアンケート調査では、リピーターは、試

合でのカーボン・オフセット実施について高い認知度（62%）があることが

判明した。

また、数々のカーボン・オフセット実施やイベント参加による周知活動

により、京都市の直接の営業活動によらない、自発的なクレジット購入

希望者が出てきた。

⑤課題・問題点等 ● クレジット創出について、創出者及び行政において、大きな手間が

生じており制度参加への障壁となっているため、ICT 活用の早期実現が

必要である。

● クレジット活用について、平成 24 年度は、数々の実績を積むことが

できた。今後は、クレジット創出から活用までが広く共感できる美しいス

トーリーで結ばれた付加価値をもった仕組みを構築し、継続的にクレジ

ットが活用される環境整備が必要である。

● クレジット活用について、京都市より広範囲に事業展開している事

業者においては特定の地域のクレジットのみを用いてオフセットすること

に対して理由付けが困難なケースも考えられることから、他の地域のク

レジットとバスケットでオフセットできるような仕組みが今後求められると

考えられる。このためには各制度をまたいだ共通の管理簿（広域レジス

トリ）の整備が必要になる。
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4． 今後の展望

今後の展望を継続可能性、他事業との連携可能性、波及可能性の観点から以下に示す。

① 継続可能性

平成 22 年から制度の検討を開始し、平成 23 年 8 月に制度の運用が始まり、制度

運用・継続が、京都市基本計画の実施計画（平成 24～27 年度）や京都市地球温暖化

対策計画（平成 23～32 年度）において具体的に位置づけられている。このため、今

後も同制度の継続可能性が担保されている。

また、平成 24 年度に取り組んだ各事業は、下記のとおり、進めていく。

平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度

クレジットの創出

◆手引きを活用し

た創出促進

◆ICT 活用

クレジットの活用

◆観光オフセット
（修学旅行・MICE）

◆オフセット付電

気自動車充電の販

売

◆スポーツイベン

トのカーボン・オ

フセット

◆DO YOU

KYOTO？デー（毎

月 16 日）にける事

業者のカーボン・

フリー活動の推進

◆事業者のCSR報

告書等のオフセッ

ト作成

◆その他のオフセ

ット研究

制度 PR

◆イベントでの PR

◆環境ｵﾌｾｯﾄｹﾞｰﾑ

中間案実施準備 ○中間案の実施（家庭・商店）
○最大活用案の実施研究・準備

実施（諸情勢に応じて手引きの見直し）

研究・
準備

○実施

研究・
準備

○実施

研究・
準備

○実施

研究・
準備

○実施

京都三大祭り等
での研究・準備

京都三大祭り等での実施

○京都サンガ F.C.のカーボン・オフセット実施
○京都マラソンのカーボン・オフセット実施

実施

環境教育での活用



39

② 他事業との連携可能性

「他都市からの行政調査の受け入れについて」でも触れたように、数都市において

DO YOU KYOTO？クレジット制度が研究されている。とりわけ堺市、神戸市は関

西圏の政令指定都市であるため、同種の制度を運用し、事例や実績を持ち寄り、切磋

琢磨することで制度の質を高め、関西の他の都市へ水平展開し、連携して、広域に活

動していける可能性がある。

また、「ICT 活用研究」でも触れたように、ICT 活用時には、奨励金を現金払いか

らポイント付与制度へ移行するなどの工夫が必要であるが、この場合、環境省のエコ

アクションポイント事業との連携可能性もある。

③ 波及可能性

クレジット創出については、ICT を活用することにより、1 世帯単位での取組の展

開とインターネット利用世帯の省エネ参加を開拓する。これに伴い ICT 活用の場合

は、奨励金を現金払いからポイント付与制度へ移行するなどの検討も行う。一方で、

インターネットを利用しない世代の省エネも引き続き促進する観点から、現行の紙ベ

ースの運用も継続する。

クレジット活用については、付加価値を有する環境価値を形成するため、京都の最

大の魅力である伝統文化と観光・環境との融合を検討する。こうしたことにより、市

内はもとより、環境先進都市、歴史都市、文化都市である京都に魅力を感じる市外の

方のクレジット活用を促し、環境価値循環の輪を広げていきたい。
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